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適 用 示 方 書

使　用　材　質
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材質SD  許容引張応力σsa=1400kg/cm2

昭和53年1月　道路橋示方書同解説

昭和55年4月　設計要領第2集
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図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所
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札幌管内北地区舗装補修工事

橋梁一般図（１）
（豊幌２号橋　全体一般図）
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材料強度及び許容応力度 設計条件

コンクリート
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最大骨材寸法
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部材圧縮部

部材引張部

部材圧縮部
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支　　　　　間

幅　　　　　員

活　　荷　　重
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設　計　震　度

斜　　　　　角

横　断　勾　配
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道　路　規　格

適 用 示 方 書
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1種1級B

道路橋示方書　昭和53年1月

設計要領第2集　昭和55年4月
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南１６号橋　全体一般図

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所
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札幌管内北地区舗装補修工事

橋梁一般図（２）
（南１６号橋　全体一般図）
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橋梁一般図（３）

南１８号橋　全体一般図

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

12 18

札幌管内北地区舗装補修工事

橋梁一般図（３）
（南１８号橋　全体一般図）



CL

切　　削

200 w

CL

高機能舗装Ⅱ型

200 w

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

100

型わく等

CL

（高機能舗装Ⅱ型）

200 w

（橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13））切　　削

CL

（高機能舗装Ⅱ型）

w

（橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13））

高機能舗装Ⅱ型

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

100

第１次施工側車線時（例　追越車線）

【ステップ①】

【ステップ②】

【ステップ③】

【ステップ④】

第２次施工側車線時（例　走行車線）

橋梁部 土工部土工部

橋梁部止水処理　施工範囲

防水工端部

防水工端部

防水工端部

防水工端部

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（橋梁部）施工詳細図（１）

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工Ｂ－１、切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工Ｂ－２

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

13 18

札幌管内北地区舗装補修工事

床版防水工Ｂ１、床版防水工Ｂ２　止水処理工

※参考図であり現地状況が異なる場合があるが、岩見沢IC橋（上り線）は減速車線（ランプ部）も絡むため、切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（橋梁部）施工詳細図（２）を参照されたい。

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（橋梁部）施工詳細図（１）



CL

切　　削

w1

CL

高機能舗装Ⅱ型

200 w1

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

100

型わく等

第１次施工側車線時（例　追越車線）

【ステップ①】

【ステップ②】

200

橋梁部 土工部土工部

防水工端部

防水工端部

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

伸縮装置端部
(埋設ｼﾞｮｲﾝﾄ除く)

追越車線

減速車線
（ランプ部）

走行車線

CL

（高機能舗装Ⅱ型）

w1

（橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13））切　　削

CL

w1

高機能舗装Ⅱ型

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

100

【ステップ③】

【ステップ④】

第２次施工側車線時（例　走行車線）

w2

200

高機能舗装Ⅱ型

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

型わく等

200

100

w2

CL

（高機能舗装Ⅱ型）

w1

（橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13））切　　削

CL

w1

高機能舗装Ⅱ型

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

【ステップ⑤】

【ステップ⑥】

第３次施工側車線時（例　ランプ車線）

w2

高機能舗装Ⅱ型

橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用混合物（FB13）

100

w2w3

w3

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（橋梁部）施工詳細図（２）

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

14 18

札幌管内北地区舗装補修工事

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（橋梁部）施工詳細図（２）

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工Ｂ－１（岩見沢IC橋（上り線））

床版防水工Ｂ１（岩見沢IC橋（上り線））　止水処理工



伸縮装置取替取壊し範囲　既設埋設ジョイント

アスファルト舗装

後打ちコンクリート

：　　アスファルト取壊し

：　　後打ちコンクリート取壊し（人力）

：　　後打ちコンクリート取壊し（ＷＪ）

注　）　後打ちコンクリートの取壊し範囲については、既設床版コンクリート

　　　　より100㎜の範囲においてはＷＪ工法により行うものとする。

アスファルト舗装

後打ちコンクリート

≪　平面図　≫

アスファルト縁石

≪　断面図　≫

アスファルト縁石

≪　平面図　≫

伸縮装置取替取壊し範囲　既設突合せジョイント

≪　断面図　≫

伸縮装置取替施工詳細図

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

15 18

札幌管内北地区舗装補修工事

伸縮装置取替施工詳細図



n %

35003500750 850

150200 200300 100

900

埋設管路

土工部舗装内埋設　標準横断図（道央道）

別途拡大図-A

2
0
0

PH

アスファルト合材 t=80

300

S40

粒状路盤材

別途拡大図-A

既設埋設物等詳細図（１）（参考図）

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

16 18

札幌管内北地区舗装補修工事

既設埋設物等詳細図（１）（参考図）

土工部　通信ケーブル・電源ケーブル

土工部　通信ケーブル・電源ケーブル等

※参考図であり現地状況が異なる場合があるため、舗装事前調査に合わせ詳細等は確認すること



下り線 上り線

既設埋設物等詳細図（２）（参考図）

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

17 18

札幌管内北地区舗装補修工事

既設埋設物等詳細図（２）（参考図）

橋梁部　通信ケーブル・電源ケーブル等配管及び配線概要

橋梁部　通信ケーブル・電源ケーブル等配管及び配線概要

※参考図であり現地状況が異なる場合があるため、舗装事前調査に合わせ詳細等は確認すること

ケーブル等状況一覧（参考）

⑦橋梁添架

④壁高欄露出

⑥中分露出

※参考図であり、各橋梁毎に型式は異なる

①地覆埋設
②地覆埋設

⑤壁高欄露出

③橋梁添架

⑤壁高欄露出

②地覆埋設
①地覆埋設

④壁高欄露出

⑦橋梁添架
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既設埋設物等詳細図（３）（参考図）

図面番号

事務所名

縮　尺

道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

札　幌　管　理　事　務　所

18 18

札幌管内北地区舗装補修工事

既設埋設物等詳細図（３）（参考図）

ループコイル・路温計

ループコイル・路温計

※参考図であり現地状況が異なる場合があるため、舗装事前調査に合わせ詳細等は確認すること

ループコイル・路温計　標準配置図 ループコイル埋設標準断面図

（土工部）

路線 上下区分 設置箇所測点（KP）

道央道 上リ線 N　31.20付近

既設ループコイル設置箇所一覧

備考

路線 上下区分 設置箇所測点（KP）

N　25.70付近

既設路温計（気象観測局）設置箇所一覧

備考

上リ線 N　31.20付近

路温計埋設標準断面図

道央道

N　41.60付近


